「核兵器のない世界のために行動」オバマ大統領２００９年４月５日プラハ演説（抄）
数千発の核兵器が存在することは「冷戦」のもっとも危険な遺産だ。今日「冷戦」は消えてなくなったが、数千発の核兵器は消えていない。地球的規模の核戦争の脅威は低くなったが、核攻撃の危険は高まっている。核兵器を保有する国は増えている。核実験は続いている。

一発の核兵器が一つの都市で爆発しただけで、数十万の人々を死滅させかねない。それがどこで起こるかにかかわらず、地球的規模の安全や安全保障、社会、経済、究極的な生存にもたらす結果は尽きない。
なかには、「核兵器の拡散は防ぎきれない、チェックしきれない。われわれは究極的な破壊兵器をますます多くの国と人々が保有するような世界に住む運命にある。」という議論もある。そうした宿命論こそが、生かしてはおけない敵なのだ。なぜならば、もし核兵器の拡散が不可避だと考えれば、結果として、核兵器の使用も不可避だと認めることになるからだ。

核保有国として、核兵器を使用した唯一の核保有国として、アメリカには行動すべき道義的責任がある。私たちはそうした努力を単独で成し遂げられないが、その先頭に立ち、始めることはできる。
きょう、私ははっきりと確信を持って述べる。アメリカは核兵器のない世界という、平和と安全を追求することを約束する。この目標はすぐには達成できないだろう。おそらく私の生きている間にはできない。忍耐と粘り強さが必要だろう。しかし私たちは「世界は変えられない」という声に耳を貸してはならない。私たちは「イエス・ウィ・キャン」（そうだ、やればできる）と主張せねばならない。

「達成できそうもない目標を設定する意味があるのか」という疑問に対し、各国とその国民の協力こそが必要だと言いたい。
もし平和の追求をあきらめるなら、平和はいつまでたっても手の届くものとならない。恐怖ではなく希望を選択するときこそ、道は見えてくるのだ。協力の呼びかけを非難したり、一笑に付すのは簡単だが、臆病な行為でもある。それは戦争のきっかけともなる。そこでは人間の進歩は止まってしまう。

人間の運命は、われわれが作り出すものである。よりよき未来を達成することによってわれわれの過去を讃えようではないか。この世界をこれまでよりももっと繁栄し、もっと平和なものとして伝えるために、われわれを引き離すものに橋を架け、希望を広げ、責任を引き受けようではないか。腕を組めばそれは可能だ。

演説では《核兵器のない世界に向けた具体的な措置》として

1 ロシアとの戦略兵器削減条約（START2）の交渉開始
2 包括的核実験禁止条約（CTBT）に対するアメリカの批准
3 核兵器の使用を意図する核分裂物質の製造を検証可能な形でおわらせる条約（いわゆるカットオフ条約）の実現
4 核不拡散条約（NPT）体制の強化
　を提示。新たな首脳会議も呼びかけました。
オバマ政権の核兵器政策　　２００９/１/２６（しんぶん赤旗：ホワイトハウスウェブサイト）

基本政策
1.　規制されていない核分裂物質をテロリストから守る。「検証可能な核分裂物質生産禁止条約（カットオフ条約）」を交渉。
2.　核不拡散条約を強化する。（北朝鮮、イランの核開発に制裁）
3.　核兵器の無い世界に向けて踏み出す。但し核兵器がある限り強力な抑止力を維持し続ける。

◎核兵器廃絶に向けた長い道を数歩踏み出す。
①新型核兵器開発を中止
②米ロ弾道ミサイルの警戒態勢解除
③米ロ両国の核兵器及び核分裂物質の大幅削減を追及。
④中距離ミサイル禁止を、米ロだけでなく、全世界の合意とすることを目標にする。
